
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

  

  

    

■■  ＪＪＡＡ越越前前たたけけふふでではは全全国国にに先先んんじじてて水水稲稲のの特特別別栽栽培培化化をを進進めめててききままししたたがが、、よよりり安安全全・・

安安心心なな省省農農薬薬（（農農薬薬８８割割減減））栽栽培培ななどどをを行行いい、、消消費費地地やや卸卸業業者者にに「「環環境境ににややささししいい米米づづくく

りり」」をを更更ににアアピピーールルすするるここととでで、、越越前前たたけけふふ姫姫ののイイメメーージジアアッッププをを図図りりななががらら、、少少ししででもも

「「高高くく売売れれるる米米をを作作ろろうう」」とといいうう生生産産者者のの努努力力がが十十分分にに報報わわれれるるよようう、、新新たたなな買買入入制制度度をを

実実施施すするるここととでで、、意意欲欲ああるる生生産産者者をを支支援援ししててままいいりりまますす。。  

  

■■  山山間間地地・・平平坦坦地地ととももにに品品質質がが良良くく、、比比較較的的収収量量やや食食味味がが高高いい品品種種ののああききささかかりりににつついい

てて、、省省農農薬薬のの契契約約栽栽培培をを進進めめまますす。。ととくくにに、、集集落落営営農農ななどどのの大大規規模模経経営営体体ににおおいいててはは水水

稲稲作作付付のの１１割割～～２２割割のの面面積積をを目目途途にに団団地地化化ししななががらら省省農農薬薬栽栽培培をを進進めめ、、所所得得のの維維持持向向

上上をを目目指指ししままししょょうう。。  

  

ここのの栽栽培培ににつついいててはは、、完完全全有有機機栽栽培培にに近近いいもものののの、、栽栽培培期期間間中中、、本本田田ににおおいいてて初初中中期期一一

発発除除草草剤剤をを１１回回ののみみ使使用用ででききるるたためめ、、除除草草やや病病害害虫虫防防除除ののポポイインントトををししっっかかりり抑抑ええれればば

比比較較的的容容易易にに取取りり組組むむここととががででききまますす。。  

  

①①  病病害害防防除除  

いいももちち病病やや紋紋枯枯れれ病病はは窒窒素素過過多多、、過過剰剰生生育育ににななるるとと発発生生ししややすすくくななるるたためめ、、植植ええ付付けけのの

段段階階かからら密密植植をを避避けけ、、薄薄播播きき・・細細植植ええをを徹徹底底すするる。。又又、、秋秋口口かからら田田んんぼぼへへケケイイ酸酸をを補補給給しし、、

深深耕耕すするるここととでで、、生生育育中中のの茎茎葉葉をを硬硬くくしし、、稲稲のの活活力力をを高高めめるるここととでで病病気気にに罹罹りりににくくくくすするる。。  

②②  除除草草対対策策  

ノノビビエエはは代代掻掻きき後後かからら伸伸びび始始めめ、、２２週週間間でで２２．．５５葉葉期期ににななるるたためめ、、

代代掻掻ききかからら田田植植ままででのの期期間間をを空空けけ過過ぎぎなないいこことと。。又又、、田田植植ええ後後はは

稲稲のの生生育育ににああわわせせ、、徐徐々々にに深深水水管管理理をを徹徹底底しし、、７７月月１１００日日頃頃ままでで田田

面面をを露露出出ささせせなないいよよううににすするる。。（（中中干干しし延延期期））  

③③  斑斑点点米米防防除除  

カカメメムムシシ類類はは畦畦畔畔ののイイネネ科科雑雑草草がが好好

物物ののたためめ、、水水田田周周辺辺かからら侵侵入入すするるカカメメムム

シシ類類のの密密度度をを低低くくすするるたためめにに、、畦畦畔畔のの草草

刈刈りり及及びび本本田田内内のの除除草草ををここままめめにに行行うう。。  

越越前前たたけけふふ姫姫ののブブラランンドド力力をを高高めめてていいくくたためめ、、「「重重点点技技術術対対策策」」にに取取りり組組みみ、、消消費費者者かからら信信頼頼さされれ

るる「「高高品品質質」」でで「「良良食食味味」」なな米米づづくくりりをを実実践践ししままししょょうう。。  
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■■  ＪＪＡＡ越越前前たたけけふふでではは米米のの卸卸売売業業者者やや外外食食産産業業へへのの直直接接販販売売をを行行っってておおりり、、そそれれらら実実需需

者者かかららはは、、すすしし米米やや掛掛けけ米米ととししてて、、現現在在でではは希希少少品品種種ととななりりつつつつああるる「「日日本本晴晴」」のの引引合合いい

要要望望がが多多くくああるるここととかからら、、４４年年後後のの減減反反廃廃止止をを見見越越ししてて、、「「日日本本晴晴」」のの生生産産販販売売をを中中長長期期

的的にに強強化化すするる「「日日本本晴晴復復活活ププロロジジェェククトト」」をを実実施施しし、、激激化化すするる産産地地間間競競争争のの中中ででのの生生きき

残残りりをを目目指指ししてていいまますす。。  

  

■■  白白未未熟熟粒粒にによよるる品品質質低低下下がが著著ししいい平平坦坦地地でではは、、ココシシヒヒカカリリよよりりもも比比較較的的高高温温登登熟熟にに強強

いい品品種種のの日日本本晴晴のの作作付付でで作作期期のの分分散散をを行行いいつつつつ、、２２７７年年産産かかららはは本本格格的的にに寿寿司司好好適適用用

ととししたた特特別別栽栽培培ででのの作作付付をを進進めめ、、需需要要にに応応じじたた生生産産でで所所得得のの確確保保とと経経営営のの安安定定をを図図りり

ままししょょうう。。  

  

  

  

  

  

  

  

  
  

  

  

■■  ＪＪＡＡ越越前前たたけけふふでではは安安全全・・安安心心ななららびびにに高高食食味味かかつつ高高品品質質ににつついいてて具具体体的的にに表表現現すするる

たためめ、、特特別別栽栽培培ココシシヒヒカカリリをを中中心心にに穀穀粒粒判判定定器器やや食食味味分分析析計計にによよるる整整粒粒歩歩合合やや食食味味値値

のの測測定定・・紙紙袋袋ななどどへへのの表表示示をを行行ううととととももにに、、生生産産者者ののモモチチベベーーシショョンン向向上上ののたためめ、、分分析析

指指数数にに応応じじたた米米のの買買取取制制度度をを平平成成２２２２年年産産よよりり実実施施ししてておおりり、、２２７７年年産産ににつついいててもも、、買買取取

制制度度ととああわわせせてて国国のの助助成成措措置置もも継継続続さされれるるここととかからら、、取取組組のの拡拡大大ををおお願願いいししまますす。。  

  

■■  例例年年、、イインンセセンンテティィブブ買買入入のの対対象象ととななるる整整粒粒歩歩合合やや食食味味値値がが基基準準値値をを超超ええるるももののはは全全

体体のの５５％％～～１１００％％程程度度ととななっってていいまますす。。近近年年のの傾傾向向ととししててはは平平坦坦地地ににおおいいててはは食食味味値値がが

高高いい（（基基準準値値をを超超ええるる））一一方方、、整整粒粒歩歩合合がが低低くく（（基基準準値値をを下下回回るる））ななっってていいまますす。。山山間間地地でで

はは真真逆逆のの傾傾向向（（整整粒粒歩歩合合はは高高いいがが、、食食味味値値がが低低いい））ととななっってていいるるたためめ、、地地帯帯別別ににそそれれらら

をを補補うう作作期期やや肥肥培培管管理理でで特特選選「「越越前前ししききぶぶ姫姫」」のの生生産産をを目目指指ししままししょょうう。。  
  

平平坦坦地地                                    山山間間地地  

 

  

  

  

  

  

  

  

  


